
 

第 38 回山形県衛生研究所業務報告会プログラム 

 

平成 30 年 3 月 5 日 

 

開会の挨拶 (10：00 ～) 

報 告  (10：05 ～ 14：05） 

1 農薬標準溶液の保存条件及び保存期間の検討 伊藤 育子 

2 残留農薬検査で使用するマトリックス液調製時の精製に関する検討  石田 恵崇 

3  GC-MS を用いた残留農薬分析における通常注入とサンドイッチ注入 

の比較 篠原 秀幸 

4 動物用医薬品等の一斉試験法の妥当性評価 佐藤 陽子 

5 自然毒多成分一斉分析法の開発 沼澤 聡明 

6  調理品及び食中毒検体を想定した試料でのトリカブト鑑別法の検討  大滝 麻井子 

7 生鮮食品に含まれるヒスタミンの分析 太田 康介 

8  呈色反応によるツキヨタケの理化学的鑑別法 大河原 龍馬 

9  行政検査と分析機器の進歩 長岡 由香 

  

休 憩 (11：40 ～ 13：00) 

 

10  山形県における 2017 年の感染症発生動向 山田 浩貴 

11  平成 29 年の村山・庄内地域における蚊の生息状況調査 小川 直美 

12  2 保健所間の結核患者の関連性を結核菌比較ゲノムにより確定した 

1事例 瀬戸 順次 

13  山形県における麻しんの集団発生  駒林 賢一 

14  麻しん集団発生事例における血中抗体価調査 田中 静佳 

15  カルバペネマーゼ産生腸内細菌科細菌確認検査の実施状況 鈴木 裕 

 

 講 評   (14：05 ～ 14：15) 

閉 会 

 

＊ 発表時間：発表 7分、質疑 3分、 予鈴：5分、7分、10 分 

＊ 座長：各部対応 

 

 


